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はじめに - URAと研究分析
⼀昨年・昨年のURAシンポジウム・RA研究会使⽤資料

はじめに URAと研究分析
URAのみなさまのニーズ・ご要望
研究者個⼈に関するもの
⼤学内の研究者の論⽂を⼀覧化し、パフォーマンスを調査したい
これから伸びる若⼿の研究者を探し、⽀援したい
⼤型の科研費・プロジェクトを取りにいける研究チームを学内で構

成させたい

⼤学全体の研究⼒に関するもの
⼤学の研究⼒の特徴を分野別に可視化したい
科学技術政策研究所（NISTEP）の「⼤学ベンチマーキング」につ

いて、学内から解釈・説明を求められた

Web of Science / InCitesの活⽤
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はじめに - URAと研究分析はじめに URAと研究分析
⼤学ランキングにおける順位向上

出典：⽂部科学省 / 国⽴⼤学改⾰プラン
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http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2013/12/18/1341974_01.pdf



はじめに - URAと研究分析はじめに - URAと研究分析
研究⼤学強化促進事業

Top 10%論⽂の割合p

国際共著論⽂の割合

5
出典：⽂部科学省 / 研究⼤学強化促進事業におけるヒアリング対象機関選定のための指標
http://www.mext.go.jp/component/a_menu/science/detail/__icsFiles/afieldfile/2013/06/03/1333816_03_2_2.pdf



はじめに - URAと研究分析はじめに URAと研究分析
スーパーグローバル⼤学創成⽀援

被引⽤状況

国際共著状況

6
出典：⽇本学術振興会/スーパーグローバル⼤学創成⽀援公募要領
http://www.jsps.go.jp/j-sgu/data/download/01_sgu_kouboyouryou.pdf



はじめに - URAと研究分析はじめに URAと研究分析
多くの論⽂に関する指標・増える分析業務

論⽂数 研究分野
名寄せ？

10%論⽂？

⾼被引 論⽂⾼被引⽤論⽂ランキングの
計算⽅法？

⼈社系のインパクト
ファクター

⼈社系の
扱い？

ドキュメント
タイプタイプ

データと分析⼿法の正しい理解が必要
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はじめに - URAと研究分析はじめに URAと研究分析
RAシンポジウムと弊社セッション お

昼
URAのためのWeb of Science/InCites活⽤講座2012年

昼
を
⾷
べべ
な
が
ら

データベースの基礎・使い⽅を復習

InCitesの限界を超えて2013年

の
短
い
セ-先端融合領域・国際化・若⼿⽀援-2013年 セ
ッ
シ
ョデータベースでの検索を超えたソリューションの案内 ョ
ン

デ タベ スでの検索を超えたソリュ ションの案内

研究戦略⽴案・評価のための研究⼒分析の総まとめ2014年
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はじめに - URAと研究分析はじめに URAと研究分析
2014年の本セッションのゴール
• 研究分析に関してよく頂くご質問にお答えし、分

析を⾏う際に知っておくべきデータの基礎につい
タ し ただくてマスターしていただく

• 実際の分析シーンを想定し、研究⼒分析の⼿法・実際の分析シ ンを想定し、研究⼒分析の⼿法
重要ポイントをご理解頂く
新しく着任されたURAの⽅はもちろん これまで• 新しく着任されたURAの⽅はもちろん、これまで
各種DBを駆使されてきた⽅にも、新しいInCites
B&Aを使った研究分析のステップや注意点を知りB&Aを使った研究分析のステップや注意点を知り、
業務にご活⽤頂く

「今⽇から使える」URAのための必須セッション
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はじめに - URAと研究分析
第⼀部：研究戦略の⽴案・評価・分析の⼿法と事例第 部：研究戦略の⽴案・評価・分析の⼿法と事例
1. 研究評価・分析の基礎

新 使 究戦略 ⽴案 分析例2. 新しいInCitesを使った研究戦略の⽴案・分析例

第⼆部：学内の研究データのマネジメントの⼿法と事例



2. 研究評価・分析の基礎2. 研究評価 分析の基礎
Web of Science ®
• Web of Scienceは多くの⼤学図書館で導⼊頂き、研究者の研究情

報検索に使われてきた引⽤⽂献データベース
下記のような理由から研究業績の評価や公開にも適している• 下記のような理由から研究業績の評価や公開にも適している

– 幅広い分野の⼀流ジャーナルを網羅的に収録している
– 1900年からの引⽤情報を持っている1900年からの引⽤情報を持っている
– 全論⽂に対し、全ての著者と著者所属を収録している
– 研究情報のグローバルスタンダードとして様々な調査に活⽤される

各分野のコアジャーナル約12,000誌と会議録情報
（120,000会議）を収録（2012年4⽉現在）
5460万レコードを収録（2013年6⽉現在）

ナ 選定基準ジャーナル選定基準：
http://ip-science.thomsonreuters.jp/mjl/criteria/
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2 研究評価・分析の基礎

W b f S i C C ll i は幅広 分野 流国際誌

2. 研究評価 分析の基礎
Web of Science Core Collectionのカバレッジ
• Web of Science Core Collectionは幅広い分野の⼀流国際誌

を収録した論⽂検索を⾏うデータベースである
• 3 files = (SCIE SSCI A&HCI)3 files  (SCIE, SSCI, A&HCI)  
• 5 files= 3 files + CPCI-S/SSH

Arts & Humanities Citation 
d ( & C ) ⼈⽂科学 1975年 現在⼈⽂科学 1975年 現在Index (A&HCI)

社会科学 1900年〜現在社会科学 1900年〜現在

⼈⽂科学 1975年〜現在⼈⽂科学 1975年〜現在
Science Citation Index 
Expanded (SCIE)

⾃然科学 1900年〜現在⾃然科学 1900年〜現在

Social Sciences Citation

•会議録 1990年〜
⾃然科学(CPCI-S) 
社会科学 (CPCI SSH)

•会議録 1990年〜
⾃然科学(CPCI-S) 
社会科学 (CPCI SSH)

収録誌数：約12,000誌
レコード数：約55,000,000件Social Sciences Citation 

Index (SSCI)
社会科学 (CPCI-SSH)

•専⾨書 2005年〜
⾃然科学・社会科学

社会科学 (CPCI-SSH)

•専⾨書 2005年〜
⾃然科学・社会科学

レ ド数 約55,000,000件
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2 研究評価・分析の基礎2. 研究評価・分析の基礎
研究成果分析に⽤いるデータの条件

厳選された国際ジャ ナルである• 厳選された国際ジャーナルである
– ⾼品質のジャーナルに掲載される＝質の保証

• データがきちんと索引されている• デ タがきちんと索引されている
– 著者名が全て索引されている＝共著者の分析ができる
– 著者の所属が全て索引されている＝共同研究機関の分析ができる

論⽂デ タにドキ メントタイプ 分野が付与されている– 論⽂データにドキュメントタイプ・分野が付与されている
• 引⽤情報がある

– 何回引⽤されているか何回引⽤されているか
– どこから引⽤されているか
– 他と⽐較して多いか、少ないか

• 他⼤学と⽐較するには 所属機関が全て索引されている必要がある• 他⼤学と⽐較するには、所属機関が全て索引されている必要がある

それが「全て」では無い
あくまでもピア・レビューの補完資料であることを認識して使う
ひとつの分析指標に頼らないことが重要である
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2 研究評価・分析の基礎2. 研究評価 分析の基礎
Web of Scienceを集計した各種データ

デ• Web of Scienceを元に様々なデータを集計・提供している

Journal Citation Reports

Impact Factor
雑誌タイトル
ごとに集計

p

Web of Science®Web of Science®
InCites

国・機関別のデータ
年度・分野別のデータ

機関・国・年
ごとに集計

Essential Science Indicators

論⽂単位の引⽤情報  グ
世界のTOP 1%論⽂

国別・機関別のランキング
⾼被引⽤論⽂

を集計

14
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2 研究評価・分析の基礎2. 研究評価 分析の基礎
絶対値から相対値へ
• 絶対値の分析から、出版年・分野・ジャーナル等を加味した相対値

での分析へ
研究者向けデ タベ スWeb of Scienceから分析に適したベンチ• 研究者向けデータベースWeb of Scienceから分析に適したベンチ
マークスコアやグラフ・絞り込み機能を持ったInCitesへ

相対値相対値絶対値絶対値 相対値相対値絶対値絶対値

論⽂数 論⽂数シェア
被引⽤数シェア

パーセンタイル
（Top 1, 5, 10%等）被引⽤数

インパクト
ファクター

相対被引⽤度
（対世界・対雑誌）

Web of 
Science InCites

・機関名の名寄せ
・各種分析機能
・各種グラフ出⼒

研究者のDi T l URAのA l i T l
15

研究者のDiscovery Tool URAのAnalysis Tool



2 研究評価・分析の基礎2. 研究評価 分析の基礎
相対的指標の例

– 特定分野における論⽂数（シェア）
• 当該分野における論⽂数（シェア）を⽰し、当該分野における活動度合いが表され

ている
 シェアは当該分野における世界に対する対象機関の論⽂数シェアを表し、分野によ

る規模の違いを考慮する場合に有効である

– 特定分野における相対的な平均被引⽤数（相対被引⽤度）
• 特定分野、特定年（期間）において対象機関が発表した総論⽂の平均被引⽤数を同

分野、年（期間）の世界の平均値で除した値であり、１が平均と等しくなる
• 当該分野での論⽂の知名度や注⽬度の⾼さが表されている

相対被引⽤度の計算例：分野Xにおける研究アウトプット（2007-2011）
Ａ⼤学 世界全体

論⽂数 80報 100,000報

被引⽤数 2000回 2,000,000回被引⽤数 （上記80報について） （上記100,000報について）
平均被引⽤数 25回／報 20回／報 相対被引⽤度＝25／20

＝1 25

16
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2 研究評価・分析の基礎2. 研究評価 分析の基礎
Baseline – Percentileの考え⽅
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2 研究評価・分析の基礎2. 研究評価 分析の基礎
インパクトファクターの算出⽅法

【例】JOURNAL OF BIOLOGICAL CHEMISTRY の【例】JOURNAL OF BIOLOGICAL CHEMISTRY の
2010年版インパクトファクター＝5.328がどのように計算されているか

2008 2009 20102007以前

2009年の掲載論⽂数＝ 3686報 2010年に17279回引⽤された

2008年の掲載論⽂数＝ 3774報 2010年に22468回引⽤された

39747
≒ 5 328

22468 + 17279
＝

7460
≒ 5.328

(回/論⽂）3774 + 3686
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2 研究評価・分析の基礎2. 研究評価 分析の基礎
各種 相対値・ベンチマークスコア
• ⼤学・学部・研究者・論⽂単位での相対的分析を⾏う際に、

下記のような指標を付与（⾚字はWeb of Scienceには無い指標）

論⽂数・被引⽤数・
2次被引⽤・h-index

パーセンタイル
の平均値

⼀度でも引⽤
されている割合

分野の広がりを
⽰す指標 雑誌の世界平均に

対する相対値

共著者・共著国に
関する指標

分野の世界平均に
対する相対値

分野内TOP1%

関する指標

19

分野内TOP1%
（5,10,25）論⽂

数



2 研究評価・分析の基礎2. 研究評価 分析の基礎
各種分野の関係
• 各種分野は論⽂の内容ではなく、ジャーナルによって定義
• WoS分野が1ジャーナル複数分野（最⼤6分野）に対応して

いるのに対し、ESI分野は1ジャーナルが1分野に対応してお
り、WoS分野とESI分野の対応関係は無い

OECD Category(39)
WoS Category(251)

JOURNAL
AAA

JOURNAL
AAA

JOURNAL
BBB

JOURNAL

…

…

…

AAA

ESI Category(22)NISTEP 
C t (8)

…

……

Category(8)

… １：１対応

１：多対応
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2 研究評価・分析の基礎2. 研究評価 分析の基礎
科学技術・学術政策研究所使⽤分野とESI分野

E ti l S i I di t 分NISTEP 分野 Essential Science Indicators 分
野

化学 Chemistry 

環境 地球科学 Environment/Ecology 環境・地球科学 o e t/ co ogy
Geosciences 
Agricultural Sciences 
Biology & Biochemistry 

l
基礎⽣命科学

Immunology 
Microbiology 
Molecular Biology & Genetics 
Neuroscience & BehaviorNeuroscience & Behavior 
Pharmacology & Toxicology 
Plant & Animal Science 

計算機・数学 Computer Science 計算機 数学 Mathematics  
⼯学 Engineering  

材料科学 Materials Science  
Physics物理学 Physics 
Space Science  

臨床医学 Clinical Medicine 
Psychiatry/Psychology  y y y gy

NISTEP分野外
Economics & Business
Social Sciences, general
Multidisciplinary
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3 新しいInCitesを使った研究戦略の⽴案・分析例3. 新しいInCitesを使った研究戦略の⽴案 分析例
研究⼒分析のステップ

① 現状の把握、課題の把握

② ミッションに基づく⽬標設定

③ ⽬標を達成するための評価項⽬を抽出③ ⽬標を達成するための評価項⽬を抽出

④ 評価項⽬に対する具体的な指標基準を設定
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3 新しいInCitesを使った研究戦略の⽴案・分析例3. 新しいInCitesを使った研究戦略の⽴案 分析例
⽬的に応じた研究分析のポイント

争相対⽐較により「競争⼒」をみる
世界⽔準と⽐較する世界⽔準と⽐較する
論⽂数から研究の「⽣産性」をみる
被引⽤数を⽤いて、研究の「インパクト」をはかる
研究の「効率性」をはかる研究の「効率性」をはかる
時系列データを⽤いて、⽣産性、効率性の傾向を分

析する
⾼被引⽤論⽂の数で研究の「卓越性」をみる⾼被引⽤論⽂の数で研究の「卓越性」をみる

実際のInCites B&A
を使 たDEMO ！

24

を使ったDEMOへ！



InCites Benchmarking & Analytics（B&A）
グ• グラフが⾒やすく、種類が豊富

• 結果（論⽂件数）をクリックすると、Web of• 結果（論⽂件数）をクリックすると、Web of 
Scienceの論⽂データにつながる
出⼒条件設定の⾃由度が⾼い• 出⼒条件設定の⾃由度が⾼い

• 簡単に出⼒できるレポートも充実簡単に出⼒ る ポ トも充実
• ダウンロード結果が扱いやすく、速い
• 保存機能・メール送付機能を強化
• 論⽂データ以外にも⼤学のプロファイルデータ・• 論⽂データ以外にも⼤学のプロファイルデータ・

ランキングデータ・ニュース情報をタイムリーに
更新更新
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InCites B&A - Dashboard
ポ• Dashboard メニューにて⾃⾝が保存したレポートを閲覧

ダウンロ ド・メダウンロード・メー
ル送付・印刷が可能

⾃⾝で作成したレポートの
最新版をいつでもワンク最新版をいつでもワンク
リックで閲覧
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Explore

System 
Reports

InCites B&A - Analytics
ポ

Reports

• Analytics メニューにて各種レポートを作成

Explore
自身で条件を設定し
各種レポートを作成

System Reports
予め作成されたレポートを
ワンクリックで出力
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InCites B&A
Explore

System 
ReportsInCites B&A

Analytics Exploreレポート作成例
条件設定

Reports

条件設定
フィルター

グラフ表⽰
エリア

JapanとUSAの

THE世界⼤学ラン
キングの400位以
内にランクイン
しているしている

ESI22分野の
被引⽤数が多い順
にランキングESI22分野の

Physics分野
にランキング

結果表⽰
28

結果表⽰
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InCites B&A
Explore

System 
ReportsInCites B&A 

Analytics Explore条件設定フィルター
条件設定

Reports

条件設定
フィルター 条件設定が出来るフィールド

O gani ation Name 機関名• Organization Name：機関名
• Organization Type：⼤学／研究所／企業
• Location：国・エリア• Location：国・エリア
• Rank：ESI収録・THEランキング
• Association：グループ：⽇本-国⽴⼤学• Association：グル プ：⽇本 国⽴⼤学, 

RU11等
• Collaboration with ：共著機関
• Research Area：分野・WoS／ESI
• Document Type：ドキュメントタイプ
• Journal：ジャーナル
• Open Access：オープンアクセス

29

• Time Period：機関
他多数



InCites B&A
Explore

System 
ReportsInCites B&A 

Analytics Exploreグラフ表⽰エリア
Reports

グラフ表⽰
エリア

グラフ種類を瞬時
に切り替え可能に切り替え可能

トレンドグラフ

地図表⽰
表⽰件数を切替可能

棒グラフ バブルグ ツリ マップ棒グラフ バブルグラフ ツリーマップ
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InCites B&A
Explore

System 
ReportsInCites B&A 

Analytics Explore結果表⽰エリア
Reports

出⼒したい指標の
再設定が可能

項⽬名をクリック項⽬名をクリック
すると並べ替え

結果表⽰
31

結果表⽰
エリア



InCites B&A
Explore

System 
ReportsInCites B&A 

Analytics Exploreタイルの作成
Reports

気に⼊ったグラフは
C をクリ クCreate Tileをクリック Dashboardに

登録されます

タイル 名前や説明
32

タイルの名前や説明
を⾃⾝で作成



InCites B&A
Explore

System 
ReportsInCites B&A 

Analytics System Reports
Reports

• 現在は3種類（Tile Library/ Research Performance/ 
Collaboration）を収録（レポート種類拡⼤予定）
機関名を⼊⼒するとレポ トを出⼒• 機関名を⼊⼒するとレポートを出⼒

クリックすると詳細を表⽰
Vi Til D t

機関名をタイプす
ると候補名が出る

View Tile Data：
元データの⼀覧を表⽰

Save to Dashboard：
ダッシュボードに保存
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InCites B&AInCites B&A 
新しく加わったRecorded Future
① ⼤学（研究機関）名によるNews Feed機能
② 研究キーワードによるNews Feed機能② 研究キ ワ ドによるNews Feed機能

① ②① ②
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InCites B&AInCites B&A 
ソースデータ
項⽬ 内容

収録対象のW b f S i のフ イル
Web of Science Core Collection
SCI SSCI A&H CPCI CPCI H収録対象のWeb of Scienceのファイル SCI, SSCI, A&H, CPCI,CPCI-H 
BKCI,BKCI-H

被引⽤⽂献のWeb of Scienceのファイル Web of Science Core Collection被引⽤⽂献のWeb of Scienceのファイル ALL

ドキュメントタイプ ALL Document Type

出版年 2004-2013
*拡張の予定

期間の設定 各年・累計

収録国 240

収録機関 4,200
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はじめに - URAと研究分析
第⼀部：研究戦略の⽴案・評価・分析の⼿法と事例第 部：研究戦略の⽴案・評価・分析の⼿法と事例
第⼆部：学内の研究データのマネジメントの⼿法と事例



⼤学における研究データマネジメントの課題
デ デ デ デ学内で各種データ（論⽂データ、⼈事データ、科研データ）がバラバ

ラに点在し、⼀括管理が出来ない
予算管理（財務把握状況）と実績（教員が使⽤しているデ タ）が連予算管理（財務把握状況）と実績（教員が使⽤しているデータ）が連

動しておらず、進捗状況がわからず年度末に予算が⾜りない／余る
各種のデータの更新が煩雑でめんどう、教員が更新してくれない各種のデ タの更新が煩雑でめんどう、教員が更新してくれない
⼤学で指定した「分野」で学内の状況を分析したい
研究プロジェクトの申請状況や プロジェクトの進捗を管理したい研究プロジェクトの申請状況や、プロジェクトの進捗を管理したい
 IR(Institutional Research)の取り組みを⾏いたいが、どこから⼿を

付けてよいかわからない付けてよいかわからない
学内で集めた論⽂情報とInCites等の引⽤指標を紐づけて活⽤したい

Thomson Reutersによる研究データマネジメントソリューション
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研究データのマネジメントとは
•よりよい経営情報: 研究者のCV、共同研究、論⽂の発⾏状況と計
量書誌学的評価、研究プロジェクトとその応⽤、研究データ等々…さ
まざまな情報を学内における経営的判断や、学外からの要求に活⽤まざまな情報を学内における経営的判断や、学外からの要求に活⽤

•情報発信⼒の強化: インターネットを通じて、⼤学の学部や研究者、
そ 研究活動と成果に 情報を発信その研究活動と成果について情報を発信

•効率性の向上: さまざまな研究情報を管理する仕組みを整理・効率効率性の向上: さまざまな研究情報を管理する仕組みを整理 効率
化し、研究者や管理者の業務負荷を軽減

システムの柔軟性 変化す 学内 ズ 対•システムの柔軟性: 変化する学内のニーズに柔軟に対応するため、
システムベンダーを介さずに設定を変更することを可能に
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トムソン・ロイターの研究データトムソン ロイタ の研究デ タ
マネジメントソリューション
研究のアイデアから提案 共同研究 成果論⽂ さらなるアイデアの研究のアイデアから提案、共同研究、成果論⽂、さらなるアイデアの
創出まで、研究のエコシステムに関わる情報とワークフローをトータ
ルに⽀援
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トータルなデータ統合を実現します
学内の⼈事 財務システムをはじめ さまざまなシステムを 元管理学内の⼈事、財務システムをはじめ、さまざまなシステムを⼀元管理
データを統合し、重複⼊⼒を排除、効果的なレポーティングを可能に
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組み合わせ⾃由な各種モジュール
Pre- & Post-

Award 
Management

IP Portfolio 
Management

Faculty 
Activity 

Reporting

Graduate 
Student 

Management

Core 
Module

Configuration
Research 
Analytics

Research 
Portal

Application Modules
Functional Modules

各種モジュールを柔軟に組み合わせ、
関係者のワークフローを効果的につなぐ

Functional Modules
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InCitesへの統合イメージ

42※現在開発中につき、実際にご提供する画⾯とは異なる場合があります



• APIを通じた既存システムと
Institutional 

Data

APIを通じた既存システムと
の統合

• ⼿⼊⼒の削減による効率化

InCites上のレ
ポートに反映 Thomson • 論⽂ 特許 助成⾦情報等ポートに反映

学内他システム
やファイルへの

ポ

Thomson 
Reuters 

Data 
resources

• 論⽂、特許、助成⾦情報等
• 論⽂推奨機能
• データ品質の向上

InCites/Converis
profile

エクスポート
resources

FacultyFaculty 
data 
input

• 学部の活動状況を⾒える化
• ORCID等外部リソースと

も連携可能
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お問合わせ：お問合わせ：
トムソン・ロイター
Tel: 03-4589-3102

il j @ hEmail：japan.ssrag@thomsonreuters.com


